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〔   ロバート・アルトマン       〕 〔     映画音響 〕 〔  ナラトロジー（物語論） 〕 
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 そこで本研究は、初期における 2 本の作品『M*A*S*H――マッシュ』（M*A*S*H、1970、以下『M*A*S*H』と







音響の観点からしても興味深い事例であると言える。また、映画における声と身体との分裂的な関係性については、Michel Chion, The 
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 上記の内容については、日本映像学会第 41 回大会で発表した。その後、論文化し、『映像学』95 号に掲載された。 
［注 2］シーモア・チャトマン『小説と映画の修辞学』田中秀人訳、水声社、1998 年、129-149、207-228 頁。 
［注 3］本研究では、物語世界の内外を越境する音声であるという意味において、『M*A*S*H』における拡声器の音声をミシェル・シ
オンが提起した「多孔性（porosity）」の概念と関連づけて考察した。Michel Chion, Film, a Sound Art, trans. Claudia Gorbman, New 
York: Columbia UP, 2009, p. 487. 





































 この研究については、日本アメリカ文学会東京支部 1 月例会分科会（演劇・表象部門）にて発表した。 
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